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今号の特集で紹介した 
東関東自動車道鉾田舗装工
事に、中部支店から長期応
援として参加している鬼頭さ
ん。これまで静岡県御殿場
の高速道路など複数の工事
現場に配属され、主に構造
物班として現場の安全・品質・ 
工程管理を行ってきました。
もともと高速道路に興味
があったことから「自分も道
路づくりに携わりたい」と志す
ようになり、大規模な施工
を行っている鹿島道路に入
社。分からないことは上司だ
けでなく現場の職人にも遠
慮せず質問し、1つの工事
の現場管理を最初から最後 

まで通しで経験することに
よって「これなら今後もやって
いける」と自信を得ることがで
きました。工事現場は地域
によって作業環境が全く異な
るため、そのつど対応するの
が大変なのだとか。それでも
鬼頭さんはどんな現場におい
ても安全を最優先に意識し、
工程調整に努めています。
高速道路の新設工事は
最初に路面以外の構造物を
建設し、それから舗装を行っ
ていきます。このように道路
が完成していく過程を目の当
たりにできることが構造物班
ならではの醍醐味。実際に
完成した道路を車が走って
いる姿を見ると“未来の創
造”を実感するという鬼頭さ
んは、「今後はより責任の大
きい役割を任されるようにな
りたい」と目を輝かせて自ら
の未来を見据えています。

高速道路が徐々に完成していく

“未来の創造”を間近で実感できる喜び
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東関東自動車道 
鉾田舗装工事

B a s i c  D a t a

：約9,130m
：約8,580m
：約550m
：2カ所

延 長
土工延長
橋梁延長
インターチェンジ

施工
Construction

HiMA※を含む７～８種類のアス
ファルト合材を生産し、1日600
～ 1,000トンを現場に供給。生
産時の品質に大きく影響する温
度管理も、本店技術部、技術研
究所などの支援を受け、適切に
行っています。
他にも、温度低下を抑制して

今回の鉾田舗装工事は、関東
支店・中部支店・東北支店から
合計約20人の社員を集めて施工
管理チームを編成し、工事現場
を分担しています。
また、本工事では、アスファル

トプラントを現場近くに仮設する
ことが要件の一つでした。ここで

Phase4    Ibaraki Hokota City

信頼される工事を目標に
３支店と専門部署が
一致団結し
大型工事に挑む

※HiMA（高弾性上層路盤用混合物）
NEXCOが舗装の高耐久化を目的に開発した
新たなアスファルト混合物。耐水性・疲労抵抗
性・剛性に優れ、舗装の長期的な耐久性を確
保することが期待されている。

HiMAの配合試験では使用する骨
材の相性が原因で要求性能を満た
すことができず、配合設計の検討に
難航しました。何度も試行錯誤した
末に基準値を満たす配合を導き出
すことに成功。その後の実機プラン
トでの試験練りや試験施工でも品
質面において高評価を得ています。

加
 かとう 
藤  剣

つるぎ
 

技術開発本部
技術開発総合センター
技術研究所

ものづくりは、必ずしも全てがうまくいくと
は限りません。後々、振り返った時に良
いものを創った！ と思えるように仕事を進
めています。

水
 みずいで 
出  祐

 ゆうじ 
治 

関東支店
東関東自動車道 
鉾田舗装工事事務所 
現場代理人

O u r  L e a d e r

アスファルト合材を高密度で締固
められる加熱式振動タイヤローラ
など、入札時の技術提案書に盛
り込んだ機械を現場でスムーズに
扱えるよう、機械部の社員が常駐
して指導。部門間を横断して協
力し合っています。

東関東自動車道水戸線で

これまで未開通だった区間のうち

行
 なめがた 
方 ICと鉾田 IC間の舗装工事が

いよいよ始まりました。

総延長約9kmにも及ぶ

高速道路新設の現場に迫ります。

戦略、技術、プラント、人。

鹿島道路の総力を挙げてインフラを築く
東関東自動車道 鉾田舗装工事特集

後編

ヒータを備えた1台のア
スファルトフィニッシャに、
機械部2名が搭乗して施
工を実施
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1. 
仮設プラントで
出来立ての

アスファルト合材

生産/供給

2. 
ヒータを備えた
アスファルト
フィニッシャ

敷均し

3. 
３台の
異なる

ロードローラ

締固め

敷均し 現場で確認しながら
パネル操作を行う 締固め 加熱式振動タイヤローラを含む連続した

3台のローラ車で確実に締固める

3
2

1

挙げられました。

そのため、路床の引き渡し後に
試験ヤードで舗装を行い、適切な
作業手順を組んでから本施工に
移行します。
ここで肝になるのが温度管理。
アスファルト合材の温度が低く硬
くならないようヒータを備えたアス
ファルトフィニッシャで敷均しを行
います。
さらに加熱式振動タイヤローラ
でしっかり締固めることで、当初
の課題である、高速道路に必要
な高い耐久性や強度を確保する
ことが実現します。

技術開発本部
機械部 

上
かみおか

岡 健
 けんと 

人

鉾田舗装工事は高速道路の地
盤にあたる路床が完成した状態で
当社に引渡され、2024年７月か
ら着工しました。

>> 管理基準の差異を解消
路床の施工は国土交通省と

NEXCO東日本※1が区間を分けて
行いましたが、各々の管理基準が
異なるため、強度やたわみ※2量に
差があるエリアが多く存在します。
その上、当初の設計図と実際の路
床の仕上がりが異なっているケー
スも少なくありません。こうした問
題が発覚するたびに現場を精査
し、NEXCO東日本に対策を提案
し調整しています。

>> 試験舗装と温度管理
今回の工事では 3つの課題が

延長約9kmの大型工事。
適切な手順を踏みながら工期内の完成を目指す

>> 工期厳守と無事故の取り組み
また、通常は厚さ約7cmの路
盤を２回敷くところ、15cmの上層
路盤を1度で敷くことで、工期短
縮を図っています。※3

今後の目標は、予定の工期に
間に合わせること、そして工事で
最も大切な「無事故で終わらせ
る」こと。アスファルト合材の出荷
内容を本店で一括管理できる新

※1  NEXCO東日本
東日本高速道路株式会社の略称

※2  たわみ
道路の下にある地盤に車両の荷重がか
かった際に、地盤の表面が変形して沈み込
む現象。

※3  現場に隣接する試験ヤードで試験舗
装を行い、さまざまな基準を満たすことを確
認した上で、工期を短縮しています。

たなシステムも活用し、当社の
課題である社会的な信頼の再
構築にも努めていきます。

施工フロー  

この
技術に
注目！

この
技術に
注目！

①運搬時と敷
しき

均
 なら 

し時におけるアスファ
ルト混合物の適切な温度管理

②耐久性を向上させるためのより
   高い締固めを目指した施工
③舗装の平坦性と走行性の向上
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今回鉾田舗装工事の現場を訪
れたのは、工事開始から 1年以
上たった 2025年９月のこと。区
間によっては未着手のエリアもあ
りますが、構造物の建設を終えて
道路の表層舗装まで進んでいる
区間もありました。完成した道路
の一部はすでに開通し、ランプ（高

速道路同士が立体交差するため
の傾斜路）やインターチェンジが
完成しているエリアもあります。
舗装現場には仮設プラントから

やって来た運搬トラックが断続的
に進入し、アスファルトフィニッシャ
が地面にアスファルト合材を敷き
詰めていく後方を、異なる種類の

現場で着 と々進む工事
完成していく道路の先には車が行き交う

未来が見える

ローラ３
台が追い
かけます。
工期の
終了予定である来年７月に向け
て、すべての区間が開通して多く
の車が行き交う未来が目に浮か
びました。

 首都圏連携で築く次世代の施工体制
所長として高速道路工事全体の安全と進行に目

を配っていると、若い社員たちが貴重な経験を積ん
で成長しているなと頼もしく感じています。今後は
日々の業務における実務指導だけでなく、マネジメ
ントの継承にも努め、高速道路を造っていく次世代
を育てていきたいと思います。

東関東自動車道 
鉾田舗装工事事務所 
所長

溝
みぞかみ
上  信

のぶゆき
幸

東関東自動車道 鉾田舗装工事プロジェクト

若手社員座談会

が近く、仕事の話だけでなく普段の会話も多い、アッ
トホームな職場だと思います。

河内　先輩・後輩関係なく話せるので、分か
らないこともすぐ聞けます。現場全体に活気

がありますね。

 他部署との連携について 

槻田　実際にアスファルトを敷くときに、どう
してその設定なのか、など機械部の方に聞き

ながら施工できるので大変勉強になります。
一同　うんうん、そうだね！
（笑顔でうなずく）

槻田　現場はすごく風通しが良いと思いま
す。若手でも自分で考えて動く場面が多く、先

輩たちも「まずやってみよう」と背中を押してくれます。
現場を見ながら自分で判断することも増えてきて、責
任ある仕事を任せてもらえている実感があります。

齋藤　私は技術・品質管理の立場ですが、
現場の方とも気軽に話せる雰囲気です。立

場が違っても意見を言いやすく、コミュニケーション
は取りやすいですね。

杉山　上下関係はもちろんありますが、意
見は言いやすいです。上司や先輩とも距離

 職場の雰囲気について 

若手社員の皆さんに、現場
での働き方ややりがい、成長
について伺いました。その様
子をご紹介します！

Side Story    Talk Session

中部支店 舗装係 
入社4年目

河
 かわうち 
内  公

 こうた 
汰

中部支店 構造物係　
入社6年目

杉
すぎやま 
山 杏

あん

関東支店 品質管理係
入社3年目

齋
 さいとう 
藤  健

 けんた 
太

関東支店 舗装係 
入社2年目

槻
 つきだ 
田 神

 かなね 
寧
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社会
インフラに
関われます

Message
社長からのメッセージ

   総力結集のビッグプロジェクト

東関東自動車道鉾田舗装工事は、施
工計画の提案から実施・管理まで、当
社の幅広い施工技術力が試される重
要な工事です。鹿島港や成田国際空
港、茨城空港へのアクセス向上につな
がり、地域社会の発展に大きく貢献で
きるプロジェクトでもあります。本工事
は、入札検討段階から本店と支店、各
部門が連携・協力して受注したもので
あり、今後のビッグプロジェクト対応の
モデルケースとなるでしょう。
新技術の活用や若手育成にも積極的
に挑戦しながら、全員がOne Teamと
なって、安全と品質を最優先課題に据
え、最高の成果を地域に届けていきま
しょう。

女性でも
働きやすい
環境です！

一緒に
現場をつくれ
たらうれしい！

構造物係には
スーパーマンが
います

小
 こ ど い  
土井 満

 みつはる 
治

鹿島道路株式会社 
代表取締役社長

河内　舗装や構造物が完成して、何もな
かった場所の景色が変わっていく瞬間は一

番やりがいを感じます。入社前は体力仕事のイメー
ジが強かったですが、実際は段取りや原価管理な
ど、考える仕事が多いと感じました。

杉山　自分のイメージした通りに現場を進
められた時は達成感があります。その一方

で、元請や下請業者さんとの調整は大変です。図面
通りにいかない部分も多く、人と人とのすり合わせが
重要だと日々感じています。

齋藤　品質管理として現場に常駐するのは
初めてでしたが、社会インフラに直接関われて

いる実感があります。書類作成や試験、合材出荷の
対応など大変なこともありますが、先輩に教わりなが
ら一つずつできることが増えていくのがやりがいです。

槻田　何をするにも段取りが大事だと学びま
した。今は「次に何が必要か」を考えて動ける

管理の技術があった上で、現場に立てる人は強い
ですよね。

 学生さんへのメッセージ 

槻田　現場ではコミュニケーションが本当
に大切です。 「報連相」の重要性を日々感じ

ています。また会社は、若手従業員のために住宅手当
や帰省旅費支給などいろいろな福利厚生を準備し
てくれていて、大切にされているなと思います。

杉山　「達成感を上回る大変さなし」。どん
なに大変なことも、仕事をやり遂げた時の達

成感で乗り越えられます。
齋藤　社会インフラを支える仕事に直接関
われるのは、この会社ならではの魅力です。

やる気があれば、挑戦できる環境があります。
河内　分からないことをそのままにせず、聞
いて動けば必ず成長できます。一緒に現場

をつくっていけたらうれしいです。

ようになってきたと思います。女性ならではの大変さ、
みたいなことも特に感じなくて、逆に私の気づかないと
ころで色 と々気遣っていただいているのかな（笑）。

河内　いや遣っていないです（一同笑）。

 今後目指すキャリアについて 

河内　1級土木施工管理技士の資格に挑戦
していて20代のうちに取得するのが目標。将来

的には現場を任せてもらえる立場を目指しています。
杉山　構造物係にも「スーパーマン」がい
て、そういう方の持つ深い知識と経験に憧

れます。将来は専門性を深めて、後輩から頼られる
存在になりたいと思うようになりました。

齋藤　僕は宮城で東日本大震災を経験し
て、インフラの重要性に気づき、鹿島道路へ

入社しました。品質管理をしっかり身につけた上で、
将来は現場監督にも挑戦してみたいです。

杉山・河内　それはすごい！ 品質

ONE TEAM
ONE TEAM Kawauchi

Sugiyama

Tsukida

Saito

KAJIMA ROAD

KAJIMA ROAD

 仕事のやりがいや大変さについて 

TH
E PR

O
JEC

T

98 　　　　    Vol.20



鹿島道路は、水や添加剤を一切使用せず、空気のみでアスファ
ルトを微細気泡化する世界初の新技術「エアフォームドアスファ
ルト技術」を開発しました。本技術は、従来の水を添加するフォー
ムド技術と比べ、100μm以下の非常に細かな気泡（ファインバ
ブル）を安定的に生成できる点が特長です。気泡が消えにくい 
ため、ベアリング効果が長時間持続し、混合物の温度低減効
果や施工性のさらなる向上を実現しました。この技術により、
CO2削減量は従来技術の約1.5倍が期待でき、低炭素社会の
実現に貢献します。また、舗装施工時の養生時間短縮による日
施工量の増加や、夏季現場における作業環境の改善など、生
産性向上と働き方改革の両立にもつながります。
さらに、合材温度を30℃低下させた状態でも、2時間の運
搬後に良好な作業性と締固め性能を維持できることが確認され
ました。これにより、運搬距離の拡大によるプラント空白地帯
への合材供給や、被災地への復興支援、寒冷期施工時の品
質確保など、幅広い現場条件への対応が可能となります。
本技術は、千葉県成田市の成田合材製造所にてすでに実用
化されており、新規合材・再生合材・特殊合材あわせて約1,000t 
を出荷。施工者からも高い評価を得ています。鹿島道路は今後 
も、独自技術の開発と現場実装を通じて、持続可能で環境 
負荷の少ない道路インフラの実現に取り組んでいきます。

親松直人さんは、鹿島道路に在籍しながらデフテニスプレー
ヤーとして競技活動を続けています。障がい者アスリート向け
の転職サービスを通じて当社を知り、選考過程で競技活動と
仕事の両立に対する理解や、会社全体でアスリートを支えよ
うとする姿勢に強く惹かれ、入社を決意しました。2025年に
開催されたデフリンピックでは、惜しくもメダル獲得には至らず、
「悔しい」という思いが強く残ったといいます。支えてくれた社
内の皆さんに結果で応えられず心残りである一方、多くの方が
応援・観戦に駆けつけてくれたことは、大きな励みとなりました。
大会期間を通して特に印象に残ったのは、「共生社会」とい

う大会テーマと現実とのギャップでした。試合が音声中心で
進行される場面も多く、情報保障※の重要性や、より多様な
視点を取り入れた運営の必要性を改めて実感したといいます。
次回のデフリンピックはギリシャ・アテネでの開催が予定さ

れています。未来の社会、そして今を生きる当事者のために、
自分にできることを一つずつ積み重ねていく―その挑戦は、
これからも続いていきます。

デフテニスと仕事、
その両立に懸ける想い

世界初！
水を使わないフォームド技術01 02

■成田合材製造所 コメント
成田合材製造所では、エアフォームドアスファ
ルトを用いた合材を実際に出荷していますが、
従来と比べて低温でもスコップへの付着が少
なく、レーキワークが楽になるなど、作業性の
向上を実感しています。寒冷期や遠方現場へ
の出荷でも品質を安定して確保できる点は、製
造側・施工側双方にとって大きなメリットです。

開発技術（エアフォームドアスファルト）の方
が、従来の水を使用したフォームドアスファルト
より気泡の粒径が小さく数が多い
※顕微鏡画像は倍率50倍

デフリンピックでは、部署や立場を超た応援を頂
き、本当にありがとうございました！ 私の競技活
動や普及活動が、少しでも社会を変えるきっかけ
になればうれしいです。また、何かお役に立てるこ
とがありましたら、お気軽にご連絡ください。

管理本部人事部 親
おやまつ
松 直

なおと
人

【これまでの活躍】

2023年 世界デフテニス選手権大会 男子ダブルス4位　ミックスダブルス3位

2025年 コゼルキデフテニスオープン大会 男子ダブルス準優勝

現在 日本ランキング2位

Instagramでも
活動内容を発信しています！

@deaftennis_oyamatsu

■泡の写真

開発技術（エアフォームドアスファルト）

従来技術

50倍※

50倍※

※情報保障：障がいがある人が、会話や連絡、案内などの情報を取り残されずに受け取れるようにする工夫や支援のこと。

鹿島道路の今がわかる！ NOW ON ROAD

1110 　　　　    Vol.20


